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頁 記事タイトル 該当箇所 誤 正 

p.422 動物臨床看護学各論 

第２章８ 

左段上から６行目 大型犬においては膝蓋骨

が外側に脱臼する膝蓋骨

外方脱臼のほうがよく認

められる。 

外方脱臼は大型犬でよく認

められるとされているが、

「大型犬だから外方脱臼」

と限定するものではなく、

臨床的にも内方脱臼が多い

印象である。 

p.427 動物臨床看護学各論 

第２章８ 

左段下から１行目 犬においてはグレードⅠ

～ⅢのOCDは臨床症状を

現さないため診断される

ことはまれである。 

犬においてはグレードⅠ～

Ⅱの OCD は臨床症状を現

さないため診断されること

はまれである。 

 


